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はじめに 

本邦は、地理的ならびに地形学的な特徴から、地震や台風、津波に代表される自

然災害を経験することの多い国である。災害に際しては、発災直後の初期だけでなく、

中長期的にも被災者にとって種々の健康上の被害が生じる。さらに、生活環境が一変

し多くの精神的・身体的ストレスを受けることで、予想外の疾病を発症することもある。 

 日本超音波医学会は、公益社団法人として不特定かつ多数の者の利益の増進に寄

与するという目的を有している。本学会は、東日本大震災や熊本地震、能登半島地震

の際に、協力企業各社から貸与を受けた携帯型超音波検査装置を被災地に提供す

る活動を行ってきた。また被災地からの要望についても、可能な限り協力企業に伝え、

その声に対応するよう努めてきた。 

 今回、過去の経験と実績を踏まえて、国内各地における災害対策の一環として、医

療活動支援のための日本超音波医学会の位置づけと超音波装置貸与に関わる手順

を概説したマニュアルを作成した。本学会の役割を明確にし、災害時における超音波

装置の円滑かつ迅速な貸与のための指針を定めたものであり、被災地での災害時医

療の一助にして頂ければ幸いである。 

(2026年 7月 2日改定) 

 

[災害対策委員] 
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[日本超音波医学会の役割] 

・災害現地の要望へ対応し、医療活動支援としての携帯型超音波診断装置の確保と

貸与を迅速に実施する。 

 

・各協力企業や現地医療機関・医療関係者、超音波医学会地方会、災害時の医療支

援活動窓口担当との連携の下で、装置の手配・搬送・回収など一連の貸与関連業務

を支援する。超音波医学会地方会は、災害時の医療支援活動窓口担当者の要請に

応じて、現地医療機関・医療関係者、自治体の災害対策本部、DMAT との連携に

努める。 

 

・個人からの超音波診断装置の借用要請には原則として対応しないが、装置の借
り受け窓口や管理に関わる担当者を随時紹介し直接の協議を依頼する。 

 

・災害対策への準備がある旨を HPなどで公表し、全国各地の基幹病院、学会関連施

設や指導医への周知を図る。 

 

・適宜、自治体や他の学会との連携をとり、情報共有・発信や支援活動につとめる。 

 

 

 

図１ 超音波診断装置貸与の流れ 
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図２ 超音波医学会と関係各機関との連携 

※：図中の点線部分については、適宜判断の上で実施を検討する。 
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[装置貸与～返却までの手順] 

 

1.装置借用の申請 

・超音波医学会本部事務局への電話連絡 

 

２.装置借用申請の受理後、協力企業へ装置貸与要請 (超音波医学会本部事務局) 

 

３. 超音波医学会本部事務局から現地医療機関担当者へ連絡 

・装置の借り受け窓口医師に対し、被災地における連絡や機器マネージメント業務の

担当責任者についての確認 

・超音波医学会本部事務局担当者との連絡手段の確認 

・移送日時、引き渡し手順につき相談注 1) 

 

４．借用依頼書の提出 

・現地医療機関担当者もしくは超音波医学会地方会災害時の医療支援活動窓口担

当者が、携帯型超音波診断機器借用依頼書(学会 HP からダウンロード)の記載、メー

ルにて超音波医学会本部事務局へ送付 

 

５.装置貸与 

・ケース及び装置に｢日本超音波医学会｣ラベルを貼付して発送 

(超音波装置を協力企業側から直接現地へ搬送する際には、超音波医学会本部事務

局がラベル[PDFファイル形式等]を協力企業へ送付し、装置への添付を依頼) 

・装置による医療活動注 2)に際し、貸与期間は原則として災害期間注 3)とする。 

・貸与期間中、当該地区の超音波医学会地方会災害時の医療支援活動窓口担当者

が、一か月に一度の頻度で活動報告書注 4)を提出する。 

 

６.装置返却の連絡 

・装置による医療活動終了の予定について、超音波医学会地方会災害時の医療支

援活動窓口担当者もしくは現地医療機関担当者が超音波医学会本部事務局へ連絡

(電話、メール) 

・移送日時、手順の詳細につき相談注 1) 

 

７.報告書の記載 

・貸与終了後、超音波医学会地方会災害時の医療支援活動窓口担当者もしくは現地

医療機関担当者が記載・提出する。 

・様式は HPからダウンロード注 4)し、超音波医学会本部事務局へ提出する。 

http://www.jsum.or.jp/feature/pdf/borrowing_portable_ultrasonic.rtf
http://www.jsum.or.jp/feature/pdf/report_by_lendingequipment.docx
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注 1) 

装置移送に関わる費用負担について 

・貸与装置発送時: 協力企業の負担 

・貸与装置返却時:現地医療機関の負担 

 

 

注 2) 

貸与超音波装置の故障・紛失などのトラブル時の対応について 

・装置故障時：現地医療機関から超音波医学会本部事務局ならびに協力企業へ速

やかに連絡し対応を協議する。 

・装置紛失時：盗難など不可抗力での紛失の場合には、原則として保険による補

償で対応するため警察への被害届手続きを要する。しかし管理者側に問題があ

って紛失した場合には補償対象外となりうることから、借用期間中、現地医療機

関には一定の管理責任が求められる。 

 

 

注 3) 

災害発生後の支援活動期間について 

原則として、貸出期間は、｢災害期間(災害救助法等による公的資金が適用され、

患者が費用を負担しない期間。)｣以内とする。しかし、災害の内容や程度によっ

て超音波診断装置の必要性が異なるため、支援期間については災害ごとに吟味

する。 

 

 

注 4) 

報告書の提出について 

貸与装置での活動中(1回/月、当該地区の超音波医学会地方会災害時の医療支援

活動窓口担当者)ならびに活動終了後(貸与責任者)には、学会規定のフォーマッ

トを使用して下記内容を網羅した報告書、及び返却届の提出を行う。  

・所属、責任者名 

・被災地、災害名 

・貸与装置、貸与期間 

・活動内容 

・その他 

http://www.jsum.or.jp/feature/pdf/report_by_lendingequipment.docx
http://www.jsum.or.jp/feature/pdf/return_of_portable_ultrasonic.rtf
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[日本超音波医学会医療支援活動協力企業一覧] 

 

キヤノンメディカルシステムズ株式会社   

 

GE ヘルスケア・ジャパン株式会社    

 

シーメンスヘルスケア株式会社    

 

株式会社フィリップス エレクトロニクス ジャパン  

 

富士フイルムヘルスケア株式会社  
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[日本超音波医学会連絡先一覧] 

 

超音波医学会本部事務局 

公益社団法人日本超音波医学会 総務係 

   TEL：03-3252-3738 

   Mail：office@jsum.or.jp 

 

北海道地方会事務局 

   TEL：011-716-1161 

 

東北地方会事務局 

Web site：http://www.ecei.tohoku.ac.jp/~jsum/ 

E-mail：jsum@ecei.tohoku.ac.jp 

   TEL：022-795-7195（午前）・022-795-7525（午後） 

 

関東甲信越地方会事務局 

Web site：http://www.uskanto.jp/ 

    

中部地方会事務局 

   E-mail: tyubuussecretariat@gmail.com 

TEL：052-321-8171 

 

関西地方会事務局 

E-mail：jsum-kansai@ncvc.go.jp 

    

中国地方会事務局 

   TEL：086-225-2111 

 

四国地方会事務局 

Web site：https://jsum-shikoku.net 

E-mail：usoundshikoku@yahoo.co.jp 

   TEL：088-824-2711 

 

九州地方会事務局 

E-mail：jsum_kyushu@med.miyazaki-u.ac.jp 

mailto:office@jsum.or.jp
http://www.ecei.tohoku.ac.jp/~jsum/
mailto:jsum@ecei.tohoku.ac.jp
http://www.uskanto.jp/
mailto:tyubuussecretariat@gmail.com
mailto:jsum-kansai@ncvc.go.jp
https://jsum-shikoku.net/
mailto:usoundshikoku@yahoo.co.jp
mailto:jsum_kyushu@med.miyazaki-u.ac.jp
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   TEL：0985-85-1785 

 

※地方会事務局連絡先は、通常は平日日中の対応となる。 


